






Midwifery techniques of senior midwives
－ Reconsideration of midwifery techniques concerning





The purpose of this paper is to consider the techniques of midwife by tracing the practicing 
midwives who have lived for Taisho, Showa, Heisei.
The method of investigation is to have interview.
The results are as follows.
The techniques of midwife during the pregnancy, the intrapartum period, and the puerperal
period are accepted absolutely today.
The current of the criticism for controlled delivery at present hospital and the revolution for
natural delivery supposes that delivery advances physically and naturally.
We midwives should support natural delivery, establishment the feed on mother s milk, and child-
rearing and so on, to demonstrate the specialty of midwife.
And in the end, we think ［Giving Birth and Being Born as a Human］ is guaranteed.
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－Reconsideration of midwifery techniques concerning “Giving Birth and Being Born as a Human”－


























































































































































































 年 1968 1969 1970 1971 1972 1973 1974 1975 1976 1977 1978 1979 
 件数／年 35 40 35 35 30 25 20 15 15 10 6 不明 
 年 1981 1982 1983 1984 1985 1986 1987 1988 1989 1990 1991 1992 
 件数／年 不明 不明 不明 不明 不明 不明 不明 不明 不明 7 8 10 
 年 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 

































































































































































































－Reconsideration of midwifery techniques concerning “Giving Birth and Being Born as a Human”－
な変遷をたどっている。ある時代にいいとい
われてきたことが必ずしもその後いいとは限
らない。しかし、分娩して母乳の分泌が始ま
るという生理的な機能は普遍である。普遍と
いうことは自然であるということである。こ
の自然な機能を十分に発揮できる援助の担い
手は、助産師をおいて他にいない。母乳分泌
を科学的にとらえ、母乳育児支援のリーダー
シップを発揮しなければならないと考える。
Ⅴ　おわりに
大正、昭和、平成と生きた先輩助産婦の軌
跡をとおし、「人として産み、生まれる」助
産のあり方について助産技術を中心に考えて
きた。骨盤位外回転術は、現在、助産師の教
育背景と産科医療のもとでは、助産師の技術
として引き継がれるべきものとはいい難い。
また、分娩期の娩出介助の会陰へのまなざし
や考え方は、必ず継承されなければならない
ものである。母乳育児支援も同様である。こ
れらは、まさに温故知新そのものであった。
助産技術は、妊娠、分娩、産褥という自然
で生理的な過程を中心に必要時には医学的介
入も考えられていくべきである。そのために
は自然と産む人の主体性を重視し助産師だ
け、産科医だけというのではなく、チーム助
産が志向されなければならない。そのさい、
助産師のリーダーシップの発揮が求められて
いる。
2人の先輩助産婦は、チーム助産のパイオ
ニアでもある。このことは、筒井さんの「お
産は1人でする時代ではなくなったと思った」
という発言に認められる。2人は、開業の看
板を下ろさず、1人の助産婦による助産から
複数の助産婦によるチーム助産の場として母
子保健センターを選択し実践した。
最後に、多忙な中、聞き取り調査にご協力
いただいた2人の先輩助産婦に深く感謝の意
を表します。
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